
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

年
頭
に
当
た
り
、
東
京
平
和
委

員
会
代
表
理
事
か
ら
《
新
年
の

一
文
字
》
と
抱
負
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

井
出
由
美
子
代
表
理
事

新
年
に
向
け
て
の
一
文
字
は

「
気
」
で
す
。

う
つ
む
き
加
減
を
奮
い
起
こ

す
の
も
、
「
気
持
ち
」
次
第
だ

と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
驚
く
事
ば
か
り
の
一

年
で
し
た
。
安
倍
元
首
相
や
自

民
党
の
、
宗
教
を
悪
用
し
た
統

一
協
会
と
の
密
接
な
関
係
が
次
々

と
暴
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
前

代
未
聞
の
悪
事
が
白
日
の
元
に

晒
さ
れ
て
も
そ
の
意
味
を
理
解

で
き
な
い
の
か
、
な
ん
の
謝
罪

も
な
い
ま
ま
、
安
倍
の
二
の
舞

の
悪
事
を
重
ね
て
行
く
岸
田
自

公
政
治
に
呆
れ
果
て
て
い
る
う

ち
に
年
が
明
け
ま
し
た
。

軍
拡
予
算
は
ど
ん
ど
ん
積
み

上
げ
ら
れ
、
そ
の
予
算
を
国
民

に
負
担
し
て
も
ら
う
と
平
然
と

言
っ
て
憚
ら
な
い
岸
田
政
権
。

敵
基
地
攻
撃
能
力
だ
と
か
先

制
攻
撃
だ
と
か
、
き
な
臭
い
言

葉
ば
か
り
が
飛
び
交
い
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
が
そ
れ
を
後
押
し
す

る
。ス

テ
ル
ス
戦
闘
機
、
攻
撃
型

空
母
、
巡
航
ミ
サ
イ
ル
、
Ｆ
35
・

Ｆ
15
戦
闘
機
、
オ
ス
プ
レ
イ
等
々

に
莫
大
な
費
用
を
注
ぎ
込
む
政

府
に
、
国
民
の
声
を
聞
く
姿
勢

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

燃
料
費
や
食
料
費
に
事
欠
く

生
活
を
強
い
ら
れ
て
寒
さ
に
震

え
、
身
体
を
壊
し
て
も
医
療
に

か
か
れ
ず
病
気
を
重
く
す
る
人

た
ち
が
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に

満
足
な
食
事
も
与
え
ら
れ
な
い

人
が
い
る
。
痛
み
は
全
て
貧
困

に
喘
ぐ
低
所
得
者
に
押
し
付
け

る
。
そ
ん
な
悪
代
官
た
ち
に
、

今
年
は
一
日
も
早
く
退
い
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

悪
政
が
進
む
ほ
ど
平
和
委
員

会
も
忙
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す

が
、
自
分
に
ハ
ッ
パ
を
か
け
な

が
ら
、
今
年
も
微
力
な
が
ら
頑

張
ろ
う
‥
‥
と
漠
然
と
思
っ
て

い
ま
す
。荻

野
孝
一
代
表
理
事

新
年
に
向
け
て
の
一
文
字
は

「
葦
」
で
す
。

昨
年
の
11
月
22
日
、
日
本
平

和
委
員
会
顧
問
の
畑
田
重
夫
先

生
が
残
念
で
す
が
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。
生
前
、
先
生

は
被
爆
50
周
年
の
春
に
「
自
然

の
春
は
太
陽
が
呼
ぶ
、
社
会
の

春
は
人
間
が
つ
く
る
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
パ
ス
カ

ル
は
「
人
間
は
考
え
る
葦
で
あ

る
。
人
間
は
自
然
の
中
で
は
葦

の
よ
う
に
弱
い
存
在
で
あ
る
。

し
か
し
人
間
は
、
頭
を
使
っ
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
考
え

る
こ
と
こ
そ
人
間
に
与
え
ら
れ

た
力
で
あ
る
。
」
と
い
う
こ
と

を
述
べ
て
い
ま
す
。

戦
争
を
す
る
の
も
人
間
、
戦

争
を
止
め
る
こ
と
の
で
き
る
の

も
人
間
で
す
。
戦
争
の
犠
牲
に

な
る
の
は
常
に
弱
い
立
場
の
子

ど
も
や
女
性
、
一
般
市
民
で
す
。

私
た
ち
が
求
め
る
も
の
は
対

話
外
交
で
す
。
一
日
も
早
く
戦

争
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
世
界

中
の
願
い
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
乗
じ
て

岸
田
政
権
は
、
あ
れ
よ
、
あ
れ

よ
、
の
間
に
国
家
安
全
保
障
戦

略
、
国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力

整
備
計
画
を
打
ち
出
し
、
米
軍

と
一
緒
に
戦
争
国
家
づ
く
り
に

暴
走
し
て
い
ま
す
。

か
な
り
ヤ
バ
イ
時
代
に
入
り

ま
し
た
。
い
ま
こ
そ
、
若
者
の

出
番
で
す
。
岸
田
首
相
は
、
防

衛
費
は
「
今
を
生
き
る
国
民
の

責
任
」
と
本
音
を
暴
露
。
私
た

ち
も
本
気
で
憲
法
を
盾
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

11
月
26
・
27
日
に
、
オ
ン
ラ

イ
で
開
催
さ
れ
た
２
０
２
２
年

日
本
平
和
大
会
は
、
１
２
０
０

ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
約
４
０
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
京

で
は
、
11
カ
所
で
視
聴
会
が
取

り
組
ま
れ
約
１
０
０
人
、
個
人

視
聴
と
合
わ
せ
る
と
約
１
９
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
は
、
国
際
的
に

は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
、
国
内
で
は
12
月
下
旬
に

向
け
た
安
保
関
連
３
文
書
の
改

定
と
い
う
、
軍
事
態
勢
を
強
化
・

拡
大
す
る
危
険
な
動
き
が
強
ま

る
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
外
と
も
に
平
和
を
ど
う
守

り
・
つ
く
る
の
か
が
問
わ
れ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
間
の
会
期
を
通
じ
て
、

安
保
関
連
３
文
書
改
定
の
危
険

な
内
容
を
学
び
、
そ
れ
を
許
さ

な
い
た
た
か
い
を
強
め
広
げ
よ

う
と
い
う
全
国
的
な
意
思
統
一

が
な
さ
れ
、
飛
躍
の
場
と
し
て

成
功
し
ま
し
た
。

若
者
か
ら
は
、
「
大
会
を
通

し
て
、
政
治
に
も
っ
と
関
心
を

持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
危

機
感
を
覚
え
ま
し
た
。
ま
た
、

無
知
で
あ
る
こ
と
が
平
和
を
お

び
や
か
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず

『
知
る
』
こ
と
が
出
来
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
」
と
の
感
想

が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇

ひ
の
平
和
委
員
会
で
は
、

安
保
関
連
３
文
書
の
閣
議
決
定

な
ど
重
大
な
情
勢
の
転
換
を
学

ぶ
大
事
な
学
習
の
機
会
と
呼
び

か
け
て
、
初
め
て
日
本
平
和
大

会
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
会
に
と
り

く
み
、
参
加
を
呼
び
か
け
、
開

会
集
会
に
５
人
、
分
科
会
に
６
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２
０
２
３
・
卯
年

跳
躍
の
年
に

代
表
理
事
か
ら

ご
あ
い
さ
つ

日
本
平
和
大
会

東
京
か
ら
約
１
９
０
人
参
加



人
、
閉
会
集
会
に
８
人
が
参
加

し
、
会
員
を
中
心
に
11
人
が
参

加
し
、
１
名
が
入
会
し
ま
し
た

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
小
国
の
外

交
力
に
学
ん
で
、
軍
事
大
国
日

本
を
め
ざ
す
動
き
に
、
断
じ
て

Ｎ
Ｏ
を
突
き
つ
け
た
い
と
心
か

ら
思
い
ま
し
た
」
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
歴
史
や
働
き
・
成
果
を
詳

し
く
分
か
り
や
す
く
広
げ
る
こ

と
が
重
要
だ
と
感
じ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◇

中
央
区
平
和
委
員
会
は
、

視
聴
会
で
、
開
会
集
会
４
人
、

午
後
の
分
科
会
４
人
の
ほ
か
、

個
人
視
聴
２
人
が
参
加
し
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
「
世
界
か
ら

見
た
ア
ジ
ア
の
情
勢
を
踏
ま
え
、

日
本
が
ど
う
い
う
役
割
を
果
た

す
べ
き
か
、
そ
し
て
日
本
の
運

動
の
重
要
性
な
ど
考
え
さ
せ
ら

れ
、
と
て
も
刺
激
的
だ
っ
た
」

と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◇

目
黒
平
和
委
員
会
は
、
開

会
集
会
の
視
聴
会
を
行
い
、
土

建
の
青
年
が
司
会
を
し
、
７
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
が
初
参
加
で
、
勉
強

し
て
い
き
た
い
と
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

◇

豊
島
平
和
委
員
会
で
は
、

３
人
で
視
聴
会
を
し
ま
し
た
。

◇

こ
の
他
に
、
立
川
平
和
委

員
会
、
え
ど
が
わ
平
和
委
員
会
、

あ
か
つ
き
平
和
委
員
会
が
視
聴

会
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◇

東
京
の
視
聴
会
は
、
中
央

実
行
委
員
会
の
会
場
に
参
加
し

延
べ
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
で
の
平
和
大
会
学
習
パ

ン
フ
は
８
８
０
冊
普
及
し
、
学

習
を
土
台
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

岸
田
大
軍
拡
・
軍
事
国
家
へ

の
大
転
換
を
許
さ
な
い
世
論
と

運
動
を
広
げ
る
た
め
に
、
宣
伝

行
動
を
強
め
、
岸
田
政
権
を
追

い
つ
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

９
条
を
軸
と
し
た
平
和
憲
法
を

支
え
に
軍
拡
競
争
を
止
め
よ
う

12
月
６
日
、
文
京
区
民
セ
ン

タ
ー
で
、
平
和
委
員
会
・
原
水

協
・
区
職
・
日
本
共
産
党
区
議

団
が
所
属
す
る
「
文
京
連
絡
会

（
民
主
主
義
と
平
和
憲
法
を
守

る
文
京
連
絡
会
）
」
は
、
第
23

期
（
２
０
２
２
年
度
）
定
期
総

会
を
開
き
ま
し
た
。
講
師
の
ほ

か
会
員
ら
７
名
が
参
加
し
ま
し

た
。総

会
に
先
立
ち
、
ま
ず
「
岸

田
政
権
は
改
憲
を
ど
う
進
め
て

い
る
の
か
」
と
題
し
て
、
澤
藤

統
一
郎
弁
護
士
の
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

澤
藤
弁
護
士
は
、
岸
田
政
権

は
「
ハ
ト
の
卵
か
ら
鷹
が
生
ま

れ
た
」
と
語
り
、
改
憲
姿
勢
が

露
わ
に
な
っ
た
諸
点
を
次
の
よ

う
に
指
摘
し
ま
し
た
。

岸
田
総
裁
は
「
憲
法
改
正
推

進
本
部
」
を
「
～
実
現
本
部
」

と
し
た
。
そ
し
て
参
院
選
で
改

憲
勢
力
は
自
・
公
・
維
新
・
国

民
と
な
り
、
衆
院
憲
法
審
査
会

は
、
緊
急
事
態
条
項
に
絞
っ
て

実
質
審
議
が
進
行
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
よ
っ
て
、
日
本
国
民
の
意
識

は
「
自
衛
の
た
め
の
軍
事
力
増

強
は
不
可
避
」
と
な
り
、
中
国

や
北
朝
鮮
の
《
脅
威
》
に
乗
じ

て
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
保

有
、
軍
事
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
ま
で

出
さ
れ
、
「
専
守
防
衛
」
は
放

棄
さ
れ
た
。

ま
た
、
澤
藤
氏
は
、
憲
法
を

卵
に
た
と
え
、
黄
味
は
人
権

（
平
和
的
存
在
権
）
で
あ
り
、

そ
れ
を
囲
む
白
味
は
平
和
、
民

主
主
義
（
三
権
に
基
づ
く
）
で

あ
る
。
実
際
に
戦
争
が
起
き
た

ら
ど
う
す
る
か
は
、
憲
法
は
記

し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
ど
こ

ま
で
も
９
条
を
軸
と
し
た
平
和

を
守
る
た
め
に
力
を
尽
く
す
べ

き
で
あ
り
、
や
せ
我
慢
で
も
軍

拡
競
争
は
止
め
よ
う
、
と
力
強

く
結
び
ま
し
た
。

講
演
は
多
岐
に
わ
た
る
濃
密

な
内
容
だ
っ
た
だ
け
に
、
参
加

者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念

で
し
た
。

次
い
で
総
会
に
移
り
、
改
憲

阻
止
、
大
軍
拡
・
自
衛
隊
強
化

反
対
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
、

土
地
利
用
法
監
視
、
日
米
地
位

協
定
改
定
な
ど
の
次
期
方
針
が

提
起
・
採
択
さ
れ
、
役
員
体
制

の
継
続
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

文
京
平
和
委
員
会

川
田
正
美

横
田
基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ
は

い
ら
な
い
11
・
13
東
京
大
集
会

に
、
東
京･

中
央
区
か
ら
は
、

実
行
委
員
会
を
作
っ
て
バ
ス
で

参
加
し
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で

は
安
藤
晴
雄
さ
ん
が
オ
ス
プ
レ

イ
の
構
造
的
欠
陥
と
そ
の
問
題

点
、
横
田
の
基
地
強
化
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し

学
習
し
ま
し
た
。
バ
ス
で
の
参

加
は
13
人
。
電
車
で
の
参
加
と

合
わ
せ
て
計
20
人
の
参
加
で
し

た
。参

加
者
の
一
人
が
入
会
し
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
高
校
生
、

大
学
生
の
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

皆
さ
ん
の
訴
え
が
新
鮮
だ
っ
た
」

「
要
人
暗
殺
な
ど
を
任
務
と
す

る
特
殊
作
戦
部
隊
の
CV-

22
が

首
都
の
基
地
に
配
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
が
分
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

中
央
区
平
和
委
員
会長

谷
川
浩
二

安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員
会

は
「
２
０
２
３
年

学
習
と
運

動
交
流
の
集
い
」
を
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
兼
ね
て
開
催
し
ま
す
。

岸
田
政
権
の
進
め
る
「
安
保

関
連
３
文
書
」
改
定
の
ね
ら
い
、

大
軍
拡
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

学
び
、
２
０
２
３
年
の
運
動
に

つ
い
て
意
思
統
一
と
交
流
を
行

な
い
ま
す
。

◇
日
時
・
１
月
28
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時

◇
会
場
・
エ
デ
ュ
カ
ス
東
京

地
下
会
議
室

◇
講
演
「
『
戦
争
準
備
』
の
岸

田
大
軍
拡
と
ど
う
た
た
か
う
か
」

(

仮
題)

講
師
・
小
泉
親
司
さ
ん

（
安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員
会

常
任
幹
事
）

◇
報
告
・
沖
縄
の
た
た
か
い

(

瀬
長
和
男
さ
ん)

ほ
か

＊
２
０
２
３
年
の
た
た
か
い
に

つ
い
て
の
提
起
・
安
保
破
棄
中

央
実
行
委
員
会

＊
討
論
と
運
動
の
交
流

◇
参
加
・
オ
ン
ラ
イ
ン
兼
用

申
込
は
、
安
保
破
棄
中
央
実
行

委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

参
加
者
に
は
事
前
に
参
加
案
内

と
資
料
を
送
付
し
ま
す
。

◇
締
切
１
月
25
日
（
水
）

憲
法
９
条
の
力
で
誘
導
路
を

『
く
』
の
字
に
曲
げ
た
「
百
里

基
地
闘
争
」
の
地
に
行
こ
う
！

航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
（
茨

城
県
小
美
玉
市
）
の
真
ん
中
の

「
平
和
公
園
」
（
反
戦
一
坪
運

動
の
土
地
）
で
毎
年
開
催
。
平

和
公
園
正
面
の
旧
射
撃
場
山
に

は
「
自
衛
隊
は
憲
法
違
反
」
の

看
板
が
掲
げ
ら
れ
、
祠
（
ほ
こ

ら
）
に
は
「
憲
法
９
条
」
が
ま

つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
農

民
、
反
対
同
盟
や
支
援
す
る
仲

間
達
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

◇
２
月
11
日
（
土･

休
日
）
午

前
８:

30

新
宿
西
口
集
合
・

出
発

◇
主
催
・
東
京
平
和
委
員
会

協
賛
・
自
衛
隊
を
ウ
ォ
ッ
チ
す

る
市
民
の
会

◇
参
加
費
・
一
般
５
０
０
０
円

大
学
生
以
下
４
０
０
０
円

(

往
復
交
通
費
・
現
地
参
加
費
・

資
料
代)

◇
申
込
・
問
合
せ
は
東
京
平
和

委
員
会
ま
で
。
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文
京
連
絡
会

定
期
総
会
開
く

オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い
東
京
大
集
会

中
央
区
か
ら
バ
ス
で
参
加

２
０
２
３
年

学
習
と
運
動
交
流
の
集
い

百
里
・
初
午
ま
つ
り
バ
ス
ツ
ア
ー


